
























資料には Atlas Linguistique de la Gascogneを用い,地図中の記載を検討
(3) (4)


















I一i-2)e+口蓋化音,または[i],Ey]+子音     この場合,eは2重母
音化し, 更に後続音と一緒になって一iei―になり, それが接する音の影響によ
って eyまたは ye,あるいは単母音eに縮約する。 (ロルフス424)
melior《Ⅱlieux》
一ey―は Girondeに残っている。M6doc地方では [m6y通]となり, ジロン
ド川沿岸から la Teste一de一Buchにかけての領域では Emilt]となっている。









では [―iei_+1〉yel]の形を残し, 1は更に口蓋化して yに達していることも























上の地域を除 くガスコーニュのほぼ全域を, 単母音に縮約 した形 [teβOe,―e








lution du groupe θJ,qui n'a persist6 nulle part,―一‐sa S dOute a cause de
la diJncult6 d'articuler deux occlusives de suite,――o■re a ell  seule un
principe de di責6r nc ation trёs net pour les divers r6gions de la Roma‐
nia.》そして, ガスコンについては以下のように記 している。《。。。la dimcult6
fut r6solue par le passage de ε れ une fricative, d'abord χ sans doute,
puis夕 (ルχノ%, d'otルタノ%)…. :La plupart des r6gions qui viennent d'etre
6num6rёes en sont rest6eれノι;ainsi le N.de la France(ルタ,%%づι),
1'Auvergne,la Gascogne,et en ltalie, 1'Ouest du Piemont(ルノ):...》
ロルフスもまた次のように述べている。《Dans le groupe―ct―le premier
616ment aboutit a ノ qu  for]me diphtongue avec la voyelle dont le









ガスコーニュの西南部では 1が口蓋化 しているか, もしくは ly―(または
ly―)が残 っている。 つまり, Landes南部で [leit], 西寄 りの海沿 いで
[loeit],Bayonneでは母音が更に狭まって [lit]になっている。 Basses―
Pyr6n6esにも [leit]がみられる。
Arette,Bedousでは eiが縮約して eになっている。 Hautes一Pyr6n6es
では itのiが脱落して [let]であるが, SLLazar,Marseilhan,Aureilhan
では逆にtが脱落した。Toulouse及びその周辺と Ariёgeには ly～lyが残っ











Born,Marsin及び Grande Landeの西部では [py“ntOe～py“nti],
Bayonneでは同化によって [PInti]と母音が狭 くなっている。Aspe,Ossau,
Adour,Neste,Aureなどの漢谷では yё が ёに, Gers西部, Lectoure,
J6gunから Pieumesにかけての一帯では yё が Iに縮約 している。 更にそ
の東のガロンヌ川沿いでも yё が ёとなって [pOnβ6]である。
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1-ii]広母音eの後ろに軟口蓋音が来る場合























ou ferm6,passant a[―γ一]e  M remne.》(ロンジャ §102),また,《Beau¨
mont-lёs一Lomagne ttθε, probablement forme originalement proclitique;
。¨dans le dёpo Gironde, les pays de Buch, Born, la Grande一Lande, a
Luxei et a Luxei et a Houeilles: ん%θ;…。 Aigui1 on, んδι, t Eauze, 乃θθ;
Brassenx et L〔arensin んο%οθ; bande 6troite d'Albret Oo et de :Brassenx
[hw&k],entre l'aire deんο%θε et celle de ttο%οθ;en pays de Gosseんοθ,






[hw6k]の領域に属する Eauzeに, ロンジャのあげた んどθは隣接する領域か
ら影響を受けて生じた形であろうと思われるが,その単母音化の傾向が言語集
団全体に及ぶには至らなかったものであろうの この外,ALGでは Casti1lon,
Bethmele に [uk]がみられるの  これは EhuOk]の母音が締i約され,  さらに
語頭音が消えたものであろう。
H―i-2)0+口蓋化音,o+[i～y]+子音    口蓋化音の前におかれた






《R6duction de Eue]a[_u_～_通一]aprёs consonne+r, 1, exo b. ″γο%夕θ,
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lom. ιγο勿′ο, Marensin Jγ%夕θ〈※ Jσ夕α;[一通―]a 1/16zin, a Houeillёs, dans
le d6p.Gironde,le N.et l'E des Landes(Maillas, Luxei, Albret O.,
Born,Marsan O。,Brassenx O。,Marensin,Tartas et MareⅡLne);》(ロ ン
ジ ャ §103)としてい る。
M6docのSt一V市ien, SLYzansの[treyoe],cissac,Hourtinの [troeyu]











る線より南側である。 ロンジャは Luxeyにおける形を ouei(※ui)としてい
るが, ALGでは明らかに Eantit]<ad tt nOcte になっている。 このように
ad+nocteの南下は Luxeyにまで及んでいるが, 緯度からいえばより北に
ある Bornには及んでいない。Bornでは Ewoei],Landes東部,G rsでは





























に 乃ο%θJttθ,Targon,Luxey,pays一d 一Buchを含む北西地域では 勿 Jttθ,Pes‐
sac,Lacanauでは通常 [oe]になっている。 Hostens,Bazas,Houeillёs,
























《feuillじ》), MimizanでEw“!](cf.[h通1∝]《fcuille》), Luё では [g一,
wお1](ALG《feuille》の図版には記載なし)のような形がみられ,[通]の南
限は 《feuille》に比較して北にある。 これは 《oeil》のOが絶対語頭音にあた
ること, すなわち, 2重母音化 した母音が語頭に来た場合, 調音上の便宜か
ら,単母音への縮約がさまたげられる傾向にあることによるものと思われるも
一方の 《feuille》の [通]の南限は 《feu》の南限にほぼ一致する。








た形が散在 している。 la Ramieu[wё/wёiβ],Larressingle[wё1/wei¢],
Cadours[wёi/wёis],Boussan[gwёi/wёls],Caubous Ew6i/w6is],S6m6ac
[w61,wei/w61s],Arreau[w61/weis],Arrens Ew6i/w6iβ]。 また, Ariёge





coxa lまM6docの北部地方で, ケルシー, 低 リムーザン南部方言と同様に
[kёiso]となっており, そのうち St―Vivienでは [is]が[β]に縮約して
[kёβu]になっている。 M6docの南部, St一Yzansでは [kёiβoe],Cissac,
Houtin,Castelnauでは [kあiβ∝]である。






















このことは次のロンジャの記述とも一致 している。 《St一Vivien g%εθλο%,
Lacanau θ%θんι, TargOn, Luxey, IBuch θ%εんι, Hostens, Bazas, Houcillёs




わり ο%αづι,Grande Lande,Born南部,Albret西部, Brassenxの一部で
Ewoeyt],Brassenx,MaremneでEgwoeyt],HOstensでは [赫eit]([※oeit]),
Luxey θ%θづι(※uit),St一Vivien Etteit](※eit)のような状況である。
ALGは, M6docの北端にロンジャと同様 Etteit]を記 している。 これは
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ueから 嚇eを経てeに至る過程のうち, 単母音化する以前の段階をあらわ
している。 絶対語頭音であることが 主な動機になって [赫ei>ei]の変化がさ
またげられた ものと思われる。 ところで, ロンジャが Etteit]とした Hor_







らに語頭添加音の g一を伴う例がいくつかある。 ピレネー山脈の山間, Aspe,
Aure一Louron,そして Couserantの3ケ所には [w6t]の領域があり, これ
は連続していない。Adour,Arros,Bouesの漢谷には逆にtの脱落した[wei]
があるのこの [wei]はhodieを語源とする[wei]の領域と境を接している。
同音異義語を作り出さぬため,その境界線の西では octoの語尾子音 tを残 し
たものであろう。
一方,[wei]の領域に属する Marseillanにみられる [wel],Eweit]の領
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が周辺の語形の影響によって [(g)wel]に訂正される際に,すでに全くの同音





北西端部では θグづJであるが, Cissac,Pessacでは母音が oeになっている。



























る [neit]が,Moissac,Toulouse,le Mas d'Azilから更に東に広がる [neit]
とひとつづきの領域をなしている。 またロンジャも, 本来 ※%ο%θづιとなるは
ずの Bigorreゴヒ部,Gersの一部, Martes―Toulouse,Carbonne,Lёgu6vi ,
Beaulnont一lёs一Lorrlagne,Layrac, Aiguillon,M6zin, H[oueillёs Bazas 'など
で %θづJ,Parentis,Sabres,M6zos,Soustonsでは %θ夕 EnOeyt]であるとし
ている。 この [w]の脱落は語頭の [n]による同化現象である。 つま り Ew]
が語頭にあって強調 される場合 (octo)や, 口蓋破裂音 [k]で支えられる場
合 (coctu,coxa)と異なり,歯茎鼻音 [n]の後ろでは,Ew]は明瞭に意識さ
れず,調音が困難であるためにこの現象があこったものである。
ところで,M6docゴけ嵩では Eneit],中部では [n&it],Landes Jヒ部,及び






在証 され (今日では πθ%θづι),Marsanでは 1256年と1316年に ル Jづθ,ルJttθ
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《feuille》が在証されていることから考えて,少なくとも13世紀から14世紀初
頭には Grande Lande西部,Born,Marensin,Marsinなどで [ntit]が
用いられいたものと思われる,したがって,現在 Marensinにみられる [ntit]




























いるが,[tu]はふたつに分断され,一方は Grande Lande,他方は Lomagne
北部に, いずれも [bttu]の領域内の島のような形になって いる。 これは,
[tu]が母音だけで構成された単母節語であるうえ, その母音の間に開口度差
もほとんどないということによるものであろう。すなわち,発音が困難である






じたものと思われ, 広 く南部を占める [bwёu]とは 直接関係ないと考えてよ
いであろう。
Bayonne,Biarritz,Soustol■s,Tartasを含む大西洋岸の地域では一般に




化 された結果 としている。《Ces exemples mOntrent que lesノferm6 secOn‐
daires issus de la diphtongaison d'une σ latin devenu 霧ノ (bttι復′<bσυθ7,o)
ont subi la lnerne labialisation devant le ω subs6quent:dOncυグω<ωαω
<ωιω<※συ%π ou ωOω<ωαω<ωιω<〔※συ%“,de mOmeちグリ<※ちω%ω<〔※
ちりα御<:ちωノω<〔bσυθπ etちθω<※ちりθω<:※ちυαω<:ちωёω<〔bσυι%.La for】me
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manquante ちりα復, st repr6sentё parちづα復,ou ら夕αω qui en est sorti par
dif6renciatione De lnerrle※ちりοω est emplac6e parちづοω ouちづθω.》
この2語に関するロンジャの記述は次のとおりである。Aquitaine南部ο%ノ%
～(∂ο%ノ%/bθ%び%,Grande Lande,Born, Luxei%ο%/わ%θ%,Layrac,Mёzin






























































(5) Par une 6volution sOrement tout ι ancien forin6 s'est arrondi enグ(=ι%)
dans le dialecte maritilne des Landes, entre Arcachon et iBayonne,d6sign6
sous le nom de `Parler noir'(ロルフス 426)






(ii)Wが外破になるとき。 levare《se lever》の活用形の語頭子音が 口蓋音化し












oa la sauve lま[uloe,uyOe]のような形が現実に存在する。
αЭ 同じことが 《huit》《∝uf》にもあてはまる。 このように語頭にくる母音を 1'ini‐














IЭ Linguistique et dialectologie romanes;PIlum 《cheveu, poil》(p248), ※δvu,
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